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転
職
の
実
態

「
こ
ろ
こ
ろ
転
職
」の
本
質
は

３
年
未
満
離
職
率
の

高
さ
に
あ
り

「
彼
ら
は
こ
ろ
こ
ろ
転
職
す
る
」―

―

外
国
人

社
員
の
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
に
頭
を
悩
ま
す
日
本
企

業
は
多
い
。
現
地
法
人
に
お
い
て
は
、
日
本
と

同
じ
雇
用
シ
ス
テ
ム
（
長
期
雇
用
を
前
提
に
採

用
し
育
成
す
る
）
は
通
用
し
な
い
の
で
は
。
そ

ん
な
議
論
も
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
各
国
の
転
職

実
態
を
見
て
い
き
た
い
。

　
ま
ず
図
表
３

－

１

－

１
に
転
職
回
数
の
平
均

値
を
示
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
雇
用
の
流
動
性
を

示
す
指
標
と
し
て
活
用
さ
れ
、
先
進
国
と
比
べ

て
日
本
が
低
い
と
い
っ
た
特
徴
が
語
ら
れ
て
き

た
数
値
だ
が
、
今
回
の
デ
ー
タ
に
お
い
て
も
、

日
本
が
最
も
低
い
。
逆
に
高
め
な
の
が
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
で
、
日
本
は
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
約
半
分
し
か
な
い
。
た
だ
し
、

冷
静
に
見
る
と
い
ず
れ
も
１
回
前
後
と
さ
ほ
ど

大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
デ
ー
タ
で
も
あ
る
。

転
職
経
験
者
の
割
合
が

最
も
高
い
の
は
日
本
の
女
性

　
詳
細
を
見
る
た
め
に
、
20
代
と
30
代
と
に
分

け
、
男
女
別
に
転
職
回
数
の
分
布
を
見
て
み
よ

う（
図
表
３

－

１

－

２
）。
ま
ず
20
代
を
見
る
と
、

転
職
未
経
験
者
の
割
合
は
、
日
本
だ
け
で
な
く
、

韓
国
男
性
（
81
・
８
％
）
や
ア
メ
リ
カ
男
性

（
72
・
９
％
）
で
も
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
韓

国
男
性
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
と
お
り
、
入
社

年
齢
が
そ
も
そ
も
高
い
こ
と
が
影
響
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
。

　
次
に
30
代
を
見
る
と
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
で
は
４
回
以
上
も
転
職
し
て

い
る
人
が
２
割
を
超
え
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
に
お
い
て
は
、
３
回
転
職
組
も
含
め
る
と
５

割
近
く
に
も
な
る
。
た
だ
し
、
注
意
し
た
い
の

が
、
同
時
に
転
職
未
経
験
者
も
３
割
前
後
い
る

と
い
う
こ
と
だ
。
皆
が
転
職
を
繰
り
返
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
。

　
ま
た
、
20
代
で
転
職
未
経
験
者
が
多
か
っ
た

日
本
、
韓
国
男
性
、
ア
メ
リ
カ
男
性
の
数
値
が
、

30
代
に
な
る
と
随
分
他
国
の
そ
れ
に
近
づ
い
て

い
る
。
転
職
未
経
験
者
の
割
合
で
見
る
と
、
男

性
は
高
い
順
に
「
ベ
ト
ナ
ム＞

ア
メ
リ
カ＞

韓

国＞

中
国
・
日
本＞

イ
ン
ド＞

タ
イ＞

イ
ン
ド

ネ
シ
ア＞

マ
レ
ー
シ
ア
」、
女
性
で
は
「
イ
ン

ド＞

ア
メ
リ
カ＞

中
国＞

ベ
ト
ナ
ム＞

韓
国＞

マ
レ
ー
シ
ア＞

タ
イ＞

イ
ン
ド
ネ
シ
ア＞

日

本
」
と
並
ぶ
。
な
ん
と
、
日
本
の
女
性
が
男
女

合
わ
せ
た
な
か
で
最
も
転
職
経
験
者
の
割
合
が

高
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
詳
細
を
見
る
と
、
日
本
人

の
転
職
経
験
率
は
30
代
で
は
決
し
て
低
く
な
い

こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
転
職
経
験
者
の
転

職
回
数
が
少
な
い
こ
と
に
特
徴
が
あ
り
、
こ
れ

が
、
先
ほ
ど
見
た
「
転
職
回
数
の
平
均
」
指
標

で
、
日
本
人
が
あ
ま
り
転
職
し
な
い
よ
う
に
見

え
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
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3-1-1
3-

1

転職回数（平均） 

0
0.2
0.4
0.6
0.8
1.0
1.2
1.4
1.6
1.8 

中
国

1.09

韓
国

0.99

イ
ン
ド

1.23

タ
イ

1.54

マ
レ
ー
シ
ア

1.59
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

1.64
ベ
ト
ナ
ム

1.19

ア
メ
リ
カ

1.16

日
本

0.87

回



０回

100％806040200

1回 2回 3回 4回以上

中国
男性
女性

韓国
男性
女性

インド
男性
女性

タイ
男性
女性

マレーシア
男性
女性

インドネシア
男性
女性

ベトナム
男性
女性

アメリカ
男性
女性

日本
男性
女性

3-

1０回

100％806040200

1回 2回 3回 4回以上

中国
男性
女性

韓国
男性
女性

インド
男性
女性

タイ
男性
女性

マレーシア
男性
女性

インドネシア
男性
女性

ベトナム
男性
女性

アメリカ
男性
女性

日本
男性
女性

初職継続３年未満

100％806040200

中国
男性
女性

韓国
男性
女性

インド
男性
女性

タイ
男性
女性

マレーシア
男性
女性

インドネシア
男性
女性

ベトナム
男性
女性

アメリカ
男性
女性

日本
男性
女性

初職継続３～６年未満

初職継続それ以上 転職経験なし

日
本
人
に
は
少
な
い	

初
職
で
３
年
以
内
に
辞
め
る
人

　
採
用
か
ら
ど
れ
く
ら
い
経
つ
と
辞
め
て
し
ま

う
の
か
。
初
職
に
お
け
る
就
業
継
続
期
間
を
比

較
し
て
み
た
い
。
長
期
的
な
結
果
を
得
る
た
め

に
、
以
下
、
20
代
は
除
外
し
、
30
代
の
デ
ー
タ

に
限
定
す
る
。
図
表
３

－

１

－

３
を
見
る
と
、

多
く
の
国
に
お
い
て
、
転
職
経
験
者
の
う
ち
の

ほ
と
ん
ど
が
３
年
未
満
に
転
職
し
て
い
る
。
次

に
、（
　
）
に
示
し
た
、
転
職
経
験
者
に
占
め

る
３
年
未
満
転
職
者
の
割
合
で
比
較
す
る
と
、

日
本
が
５
割
強
で
あ
る
の
に
比
べ
、
韓
国
（
女

性
）、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
女
性
）
と
マ
レ
ー
シ

ア
（
男
性
）
で
は
８
割
前
後
、
他
の
国
に
つ
い

て
も
７
割
弱
か
ら
７
割
半
ば
と
高
い
。
一
方
、

そ
の
日
本
で
は
、
３
年
以
上
勤
務
し
て
か
ら
辞

め
る
人
の
割
合
が
ほ
か
と
比
べ
て
高
い
の
で
あ

る
。
ア
ジ
ア
の
他
の
国
で
は
、
辞
め
る
人
は
す

ぐ
辞
め
る
。
転
職
を
繰
り
返
す
人
も
い
る
。
転

職
未
経
験
者
の
割
合
は
大
き
く
変
わ
ら
な
く
て

も
、
こ
れ
ら
の
違
い
が
、「
彼
ら
は
こ
ろ
こ
ろ

転
職
す
る
」
と
い
う
印
象
を
強
め
て
い
る
。

　
正
し
く
は
、「
彼
ら
は
す
ぐ
転
職
す
る
、
そ

し
て
、『
一
部
が
』
こ
ろ
こ
ろ
転
職
す
る
」
で

は
な
い
か
。
た
だ
し
、
こ
の
「
一
部
」
の
割
合

が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
で

は
比
較
的
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
揺
る
ぎ
な
い

事
実
で
あ
る
。

36

3-1-2
転職回数の分布

30代

40.7 18.6 25.7 8.8 6.2

40.3 17.1 20.2 14.7 7.8

44.0 20.6 13.5 12.8 9.2

39.4 14.1 12.7 16.2 17.6

38.7 15.3 16.1 13.7 16.1

50.4 13.4 17.6 10.9 7.6

35.8 10.0 13.3 20.8 20.0

25.4 15.1 18.3 20.6 20.6

29.6 12.2 20.0 17.4 20.9

27.9 14.4 17.3 16.3 24.0

31.5 8.1 13.7 19.4 27.4

24.1 10.3 17.2 22.4 25.9

47.2 14.2 11.0 16.5 11.0

40.1 10.9 17.5 18.2 13.1

45.9 16.4 18.9 6.6 12.3

41.7 20.5 9.4 16.5 11.8

40.7 31.3 14.0 10.0 4.0

22.0 32.7 27.3 8.7 9.3

20代

53.7 17.9 20.1 4.53.7

45.8 28.2 14.8 10.6 0.7

81.8 11.7 3.6 2.2 0.7

62.0 16.9 12.0 7.0 2.1

52.1 20.5 12.8 7.7 6.8

56.1 10.6 18.7 10.6 4.1

44.1 22.0 21.3 10.2 2.4

49.2 24.2 14.1 10.2 2.3

46.2 14.6 22.3 12.3 4.6

45.9 21.3 12.3 12.3 8.2

49.2 21.1 14.1 11.7 3.9

55.6 13.7 14.5 12.0 4.3

59.0 15.1 17.3 3.65.0

58.9 11.0 11.6 13.7 4.8

72.9 7.6 9.3 5.15.1

57.4 19.4 10.9 7.0 5.4

70.7 21.3 4.0 3.3 0.7

70.7 21.3 5.3 2.7

初職継続期間（現在30代）	

41.6（70.1） 13.3 4.4 40.7

45.7（76.6） 10.1 3.9 40.3

39.0（69.6） 14.2 2.8 44.0

49.3（81.4） 9.2 2.1 39.4

44.4（72.4） 12.9 4.0 38.7

35.3（71.2） 13.4 0.8 50.4

48.3（75.3） 11.7 4.1 35.8

56.3（75.5） 14.3 4.0 25.4

55.7（79.0） 7.8 7.0 29.6

51.0（70.7） 14.4 6.8 27.9

46.8（68.2） 17.7 4.0 31.5

60.3（79.5） 13.8 1.8 24.1

37.0（70.1） 47.211.0 4.7

41.6（69.5） 12.4 5.8 40.1

34.4（63.6） 13.9 5.8 45.9

41.7（71.6） 15.0 1.6 41.7

32.0（53.9） 20.0 7.3 40.7

40.0（51.3） 27.3 10.6 22.0

※（　）の数字は、転職経験者中に占める割合である

3-1-3



　日本では考えにくいことだが、他
のアジアでは、勤め人であろうと、
副業に従事するのが当たり前だとよ
く耳にする。今回の調査では、現在
の主な仕事からの収入とは別に、「他
の仕事からの収入額」も聞いている。
ここに記入した人を「副業者」とと
らえ、その割合を比較してみた（残
念ながら、日本人を対象にした調査
ではこの設問はない）。
　その数値は、ベトナムの57.９％

アジア副業実情――どのくらいの割合が従事し、
いくら稼いでいるのか

を筆頭に、インドネシア（53.８％）、
中国（52.９％）、タイ（50.５％）
と続き、他の国でも４割を超える。
アメリカは３割である（図表３－１
－４）。　　　
　さらに驚くのは副業で稼ぐ額であ
る（図表３－１－５）。本業収入を
100とした場合、50以上という割
合が、マレーシア49.２％、アメリ
カ40.９％、インド38.７％、インド
ネシア36.２％、ベトナム33.８％と

なった。100を超える割合もマレー
シアでは２割を超える。調査対象者
が、本業においてフルタイムで働く
人がほとんどであることを考慮する
と、不動産収入などの不労所得が含
まれている可能性もあるが、副業が
失業に対するリスク管理になってい
ることは間違いない。雇用不安が高
まる日本人にとっては何ともうらや
ましい話である。

COLUMN

100％806040200

中国

韓国

インド

タイ

マレーシア

インドネシア

ベトナム

アメリカ
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中
国

韓
国

イ
ン
ド

タ
イ

マ
レ
ー
シ
ア

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

ベ
ト
ナ
ム

ア
メ
リ
カ

0
10
20
30
40
50
60

52.9

10未満 10～20未満 20～50未満

本業を100とした場合の副業収入額

50～100未満 本業以上

28.4 34.5 22.9 12.8 1.4

42.0 23.3 21.4 8.0 5.3

25.5 22.1 13.7 22.4 16.3

23.7 19.7 28.6 20.9 7.1

16.7 14.0 20.2 28.7 20.5

19.3 17.4 27.1 25.9 10.3

15.0 21.7 29.5 23.4 10.4

29.0 17.5 12.6 25.1 15.8

3-1-5

44.0
40.8

50.5 40.3
53.8
57.9

31.0
副業収入あり
3-1-4

%



退
職
理
由
と
転
職
手
段

「
賃
金
へ
の
不
満
」が
圧
倒
的
で
、

プ
ル
型
転
職
が
多
い
　
転
職
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、

転
職
の
き
っ
か
け
と
な
る
退
職
理
由
、
な
か
で

も
初
職
の
そ
れ
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
（
図
表

３

－

２

－

１
）。
日
本
と
韓
国
を
除
く
す
べ
て

の
国
で
、
最
も
数
値
が
高
い
の
が
「
賃
金
へ
の

不
満
」、
次
が
「
労
働
条
件
や
勤
務
地
へ
の
不

満
」（
中
国
の
み
「
会
社
の
将
来
性
や
雇
用
安

定
性
へ
の
不
安
」
が
来
る
。
ア
メ
リ
カ
は
「
契

約
期
間
の
満
了
」
も
同
率
２
番
目
）
と
共
通
し

て
い
る
。
韓
国
も
１
番
目
と
２
番
目
の
順
序
が

逆
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
、
選
択
項
目
は
変
わ

ら
な
い
（
た
だ
し
、「
会
社
の
将
来
性
や
雇
用

安
定
性
へ
の
不
安
」
も
同
率
２
番
目
）。
一
方
、

日
本
で
「
賃
金
へ
の
不
満
」
が
あ
っ
て
退
職
し

た
人
は
、
た
っ
た
5
・
1
％
、
退
職
理
由
順
位

は
９
番
目
と
い
う
低
さ
で
あ
る
。

　
選
択
項
目
の
集
中
度
に
も
特
徴
が
あ
る
。
１

番
目
と
２
番
目
の
選
択
率
を
足
す
と
、
中
国

50
・
９
％
、イ
ン
ド
53
・
４
％
、タ
イ
46
・
９
％
、

マ
レ
ー
シ
ア
45
・
２
％
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
51
・

７
％
、
ベ
ト
ナ
ム
53
・
０
％
と
、
半
数
前
後
に

も
な
る
。
一
方
で
、
回
答
が
分
散
し
て
い
る
の

が
ア
メ
リ
カ
、
韓
国
、
日
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら

３
カ
国
で
は
、
離
職
理
由
が
多
様
化
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
。

　
日
本
に
つ
い
て
見
る
と
、
１
番
目
が
「
労
働

条
件
や
勤
務
地
へ
の
不
満
（
16
・
７
％
）」
で
、

あ
と
は
「
仕
事
内
容
へ
の
不
満
（
12
・
９
％
）」

「
会
社
の
将
来
性
や
雇
用
安
定
性
へ
の
不
安

（
11
・
２
％
）」「
人
間
関
係
へ
の
不
満
（
10
・

２
％
）」
と
わ
ず
か
な
差
で
続
い
て
い
る
。

“
寿
”退
職
が
多
い
の
は 

日
本
と
イ
ン
ド
だ
け

　
男
女
別
に
見
た
離
職
理
由
の
特
徴
に
も
触
れ

て
お
く
。
多
く
の
国
で
男
女
別
に
見
て
も
傾
向

は
大
き
く
変
わ
ら
な
い
。
女
性
に
と
っ
て
大
き

な
理
由
と
な
り
う
る
「
結
婚
・
出
産
・
育
児
・

介
護
の
た
め
」
で
退
職
す
る
の
は
、
イ
ン
ド
女

性
（
11
・
５
％
、
３
番
目
に
高
い
理
由
）
と
日

本
女
性
（
14
・
３
％
、
１
番
目
の
理
由
）
で
、

他
の
国
で
は
選
択
率
が
非
常
に
低
い
。
た
だ
し
、

こ
の
調
査
は
現
在
働
い
て
い
る
人
を
対
象
に
し

て
い
る
た
め
、
退
職
し
働
い
て
い
な
い
人
は
対

象
外
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
次
に
転
職
の
き
っ
か
け
に
つ
い
て
見
て
み
た

い
。
図
表
３

－

２

－

２
は
、
現
在
の
仕
事
に
転

職
し
た
き
っ
か
け
が
、「
転
職
活
動
は
し
て
い

な
か
っ
た
が
、
勧
誘
さ
れ
た
」
と
い
う
プ
ル
型

転
職
の
割
合
を
示
し
て
い
る
。
な
ん
と
マ
レ
ー

シ
ア
（
57
・
９
％
）
や
タ
イ
（
50
・
８
％
）
は

過
半
数
の
数
値
と
な
っ
て
お
り
、
ほ
か
に
も
イ

ン
ド
（
45
・
３
％
）、
韓
国
（
42
・
６
％
）、
中

国
（
41
・
７
％
）、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
40
・
０
％
）

が
高
い
。
逆
に
低
い
の
は
、日
本
（
16
・
０
％
）

と
ベ
ト
ナ
ム
（
22
・
２
％
）
で
あ
る
。
こ
の
2

国
以
外
で
は
、
転
職
を
本
人
が
希
望
し
て
い
な

く
て
も
、
引
き
抜
か
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高

い
の
で
、
注
意
が
必
要
だ
。

　
最
後
に
、
転
職
先
を
ど
の
よ
う
に
見
つ
け
る

の
か
、
転
職
手
段
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
こ
う
。

な
お
、
こ
の
設
問
は
日
本
人
を
対
象
に
し
た
調

3-

2
70 8060 90 100％

労働条件や
勤務地への不満

人間関係への
不満

進学や
資格取得のため その他

仕事内容への不満

2.5 11.1 14.8 1.6 1.2 0.8 6.1 9.0

2.0 8.6 7.3 5.7 0.8 4.9 9.4

5.2 10.1 6.2 1.31.6 2.6 5.9 13.7

10.3 11.6 2.1 2.7 3.1 16.1

20.0 2.1 7.2 12.8 0.30.71.4 2.1 7.9

2.6 8.6 10.2 0.4 1.1 3.0 3.0 7.9

8.4 7.5 2.2 0.4 6.2 21.6

11.2 5.8 7.8 0.7 6.8 8.5
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査
に
は
入
れ
な
か
っ
た
た
め
、
そ
れ
以
外
の
国

で
の
比
較
に
な
る
（
図
表
３

－

２

－

３
）。
先

述
し
た
新
卒
時
の
就
職
手
段
に
比
べ
る
と
、
大

学
の
役
割
は
ほ
ぼ
な
く
な
り
、
民
間
サ
ー
ビ
ス
、

人
に
よ
る
紹
介
と
い
う
２
つ
の
手
段
に
大
別
さ

れ
る
。
民
間
サ
ー
ビ
ス
の
中
身
は
ほ
と
ん
ど
が

就
職
サ
イ
ト
や
就
職
情
報
誌
と
い
っ
た
メ
デ
ィ

ア
で
あ
り
、
人
材
紹
介
会
社
は
少
な
い
。

　
つ
ま
り
、
先
ほ
ど
の
プ
ル
型
転
職
は
、
家
族

や
知
人
に
よ
る
引
き
抜
き
だ
と
い
え
る
。
そ
の

他
、
２
つ
の
手
段
の
各
国
の
違
い
は
、
新
卒
時

と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
。
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転
職
の
影
響

「
日
本
の
常
識
」は「
ア
ジ
ア
の
非
常
識
」か

　
転
職
に
よ
っ
て
、
待
遇
も
含
め
た
働
き
方
は

ど
う
変
化
す
る
の
か
。
ま
ず
、
転
職
経
験
者
の

初
職
と
現
職
に
お
け
る
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
者

（
週
労
働
時
間
35
時
間
以
上
）
の
割
合
を
、
男

女
別
で
比
較
し
て
み
た
い
（
図
表
３

－

３

－

１
）。
ほ
と
ん
ど
の
国
で
男
女
と
も
、
現
職
の

ほ
う
が
フ
ル
タ
イ
ム
の
割
合
が
増
え
て
い
る
。

タ
イ
は
女
性
だ
け
減
少
し
て
い
る
が
、
そ
の
割

合
は
１
・
８
％
と
わ
ず
か
で
あ
る
。
一
方
で
、

男
女
と
も
に
減
っ
て
い
る
の
が
日
本
で
あ
る
。

日
本
男
性
は
３
・
７
％
と
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、

日
本
女
性
は
19
・
８
％
も
減
少
し
て
い
る
。

　
続
い
て
、
無
期
雇
用
の
割
合
も
同
じ
よ
う
に

比
較
し
て
み
る
と
（
図
表
３

－

３

－

２
）、
日

本
女
性
だ
け
が
数
値
を
減
ら
し
て
い
る
。
そ
れ

も
27
・
０
％
と
い
う
大
幅
減
で
あ
る
。
他
国
は

逆
で
、
男
女
と
も
無
期
雇
用
の
数
値
が
大
幅
に

増
え
て
い
る
。

　
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
日
本
女
性
の
最
も
高

い
退
職
理
由
が
「
結
婚
・
出
産
・
育
児
・
介
護

の
た
め
」
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
転
職

に
よ
っ
て
、
正
社
員
で
も
時
間
に
融
通
が
き
く

パ
ー
ト
タ
イ
ム
（
週
労
働
時
間
35
時
間
未
満
）、

も
し
く
は
有
期
雇
用
に
変
え
た
（
も
し
く
は
変

え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
）
と
解
釈
で
き
る
。
一

方
で
、
イ
ン
ド
女
性
の
場
合
も
、
同
退
職
理
由

の
選
択
率
が
３
番
目
に
高
い
11
・
５
％
だ
っ
た

が
、
こ
ち
ら
は
転
職
に
よ
っ
て
働
き
方
が
変
わ

3-

3
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っ
た
様
子
は
な
い
。
つ
ま
り
、
変
わ
ら
ず
、
フ

ル
タ
イ
ム
の
無
期
雇
用
で
働
く
割
合
が
高
い
。

　
ほ
か
に
注
目
す
べ
き
は
、
日
本
以
外
の
国
で
、

大
幅
に
無
期
雇
用
が
増
え
て
い
る
こ
と
だ
。
こ

れ
は
、
社
会
人
に
な
っ
て
間
も
な
い
頃
は
有
期

雇
用
で
働
き
、
時
間
が
経
過
す
る
に
つ
れ
て
無

期
雇
用
に
移
行
す
る
と
い
う
各
国
の
労
働
慣
行

を
表
し
て
い
る
だ
け
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の

流
れ
が
転
職
に
よ
っ
て
も
阻
害
さ
れ
な
い
傾
向

が
見
ら
れ
る
こ
と
は
非
常
に
興
味
深
い
。

ア
ジ
ア
の
常
識 

そ
の
1 

転
職
す
れ
ば
出
世
す
る

　
転
職
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と
は
、

昇
進
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

転
職
回
数
の
違
い
に
よ
り
、
現
在
管
理
職
で
あ

る
確
率
が
違
う
の
か
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
そ

れ
を
検
証
し
た
い
。
具
体
的
に
は
、
転
職
１
回

経
験
者
、
２
回
、
３
回
以
上
経
験
者
の
管
理
職

で
あ
る
確
率
が
、
転
職
未
経
験
者
と
比
べ
て
違

う
の
か
分
析
を
行
っ
た
（
図
表
３

－

３

－

３
）。

有
意
差
（
統
計
的
差
異
が
認
め
ら
れ
る
）
が
あ

る
場
合
の
み
、
そ
の
違
い
を
表
す
数
字
（
＝
オ

ッ
ズ
比
）
を
表
示
し
た
。
こ
の
数
字
が
１
よ
り

も
大
き
く
な
る
場
合
は
管
理
職
で
あ
る
確
率
が

増
え
、
逆
に
１
よ
り
小
さ
い
ほ
ど
減
る
。

　
ま
ず
、
転
職
回
数
に
よ
る
明
ら
か
な
違
い
が

出
て
い
る
の
が
日
本
で
あ
る
。
男
女
と
も
に
、

す
べ
て
有
意
差
が
あ
る
。
オ
ッ
ズ
比
は
１
よ
り

小
さ
く
、
し
か
も
転
職
回
数
を
増
す
ご
と
に
減

少
し
て
い
く
。
つ
ま
り
、
日
本
で
は
転
職
す
る

ほ
ど
管
理
職
に
な
り
に
く
い
。

　
一
方
で
、
他
の
国
で
有
意
差
が
あ
る
場
合
の

オ
ッ
ズ
比
は
、
す
べ
て
１
よ
り
大
き
い
。
こ
れ

3-3-2
Permanent（無期雇用）で働く割合の変化
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は
転
職
経
験
者
の
管
理
職
で
あ
る
確
率
が
転
職

未
経
験
者
に
比
べ
て
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
詳
細
を
見
る
と
、
中
国
（
男
性
）、
タ
イ
（
男

性
）
は
、
転
職
未
経
験
者
よ
り
２
回
経
験
者
の

ほ
う
が
管
理
職
で
あ
る
確
率
が
高
く
、
３
回
以

上
の
人
は
さ
ら
に
そ
の
数
値
が
上
が
る
。
イ
ン

ド
（
男
性
）
も
、
転
職
未
経
験
者
よ
り
、
２
回
、

３
回
以
上
転
職
し
て
い
る
人
の
管
理
職
で
あ
る

確
率
が
高
い
が
、
３
回
以
上
に
な
る
と
、
２
回

の
人
よ
り
少
し
だ
け
確
率
が
低
く
な
る
。
ア
メ

リ
カ
（
男
性
）
は
、
転
職
未
経
験
者
に
比
べ
て
、

転
職
経
験
者
の
管
理
職
で
あ
る
確
率
が
高
い
が
、

最
も
高
い
の
が
１
回
経
験
者
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ

ム
（
男
性
）
は
、
転
職
未
経
験
者
に
比
べ
て
、

１
回
経
験
者
の
管
理
職
で
あ
る
確
率
だ
け
が
高

く
な
る
。

　
女
性
に
つ
い
て
は
、
ベ
ト
ナ
ム
（
女
性
）
で

転
職
未
経
験
者
よ
り
、
２
回
の
人
の
ほ
う
が
管

理
職
で
あ
る
確
率
が
高
く
、
３
回
以
上
に
な
る

と
さ
ら
に
上
が
る
。
韓
国
（
女
性
）、
マ
レ
ー

シ
ア
（
女
性
）
は
、
転
職
未
経
験
者
よ
り
２
回

経
験
者
の
管
理
職
で
あ
る
確
率
が
高
い
。

　
一
方
で
、
オ
ッ
ズ
比
を
表
示
し
て
い
な
い

（
有
意
差
が
な
い
）
と
こ
ろ
の
意
味
も
重
要
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
転
職
経
験
、
転
職
回
数
が
管

理
職
で
あ
る
確
率
に
関
係
な
い
こ
と
を
示
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
で
は
、
男
女
と
も
す
べ
て
の
転
職
回
数
で
、

有
意
差
が
な
い
が
、
こ
れ
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

に
お
い
て
、
転
職
を
重
ね
て
も
、
重
ね
な
く
て

も
、
管
理
職
で
あ
る
確
率
に
は
関
係
が
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
中
途
入
社
者

は
、
生
え
抜
き
組
に
比
べ
て
昇
進
が
不
利
だ
と

い
わ
れ
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
こ
の
８
カ
国
に
限

る
と
日
本
だ
け
の
話
の
よ
う
だ
。

ア
ジ
ア
の
常
識 

そ
の
２ 

転
職
す
れ
ば
年
収
が
上
が
る

　
次
に
転
職
を
繰
り
返
す
こ
と
が
年
収
の
増
減

に
影
響
を
与
え
る
の
か
を
調
べ
て
み
た
。
現
在

の
勤
務
先
へ
の
転
職
に
よ
り
、
年
収
が
「
増
え

た
」「
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
」「
減
っ
た
」

の
３
つ
の
選
択
肢
を
用
意
し
た
。
図
表
３

－

３

－

４
は
、
転
職
回
数
ご
と
に
、「
増
え
た
」「
減

っ
た
」
の
割
合
を
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
な

お
、
日
本
人
を
対
象
に
し
た
調
査
で
は
、
こ
の

設
問
は
存
在
し
な
い
の
で
、
代
わ
り
に
、
転
職

前
と
１
年
後
の
年
収
を
実
数
で
尋
ね
た
設
問
を

活
用
し
、「
10
％
以
上
増
え
た
場
合
」「
10
％
以

上
減
っ
た
場
合
」
の
割
合
を
集
計
し
て
い
る
。

　
転
職
回
数
で
の
比
較
を
行
う
前
に
、
ま
ず

「
転
職
あ
り
計
」
の
数
値
を
見
て
ほ
し
い
。
転

職
に
よ
っ
て
年
収
が
減
る
国
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

増
え
る
の
が
普
通
な
の
だ
。「
増
え
た
」
割
合

が
最
も
高
い
の
は
、
中
国
（
男
性
82
・
９
％
、

女
性
84
・
４
％
）
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
男
性

80
・
７
％
、
女
性
75
・
7
％
）、
イ
ン
ド
（
男

性
78
・
０
％
、
女
性
73
・
５
％
）、
マ
レ
ー
シ

ア
（
男
性
68
・
２
％
、
女
性
75
・
２
％
）、
ア

メ
リ
カ
（
男
性
65
・
３
％
、
女
性
65
・
１
％
）

と
高
い
水
準
で
続
く
。
ベ
ト
ナ
ム
（
男
性
55
・

６
％
、女
性
57
・
７
％
）、韓
国
（
男
性
53
・
８
％
、

女
性
53
・
６
％
）
で
も
過
半
数
を
占
め
る
。

「
減
っ
た
」
割
合
は
、
男
性
で
は
韓
国

（
９
・
６
％
）
が
最
も
高
い
。
女
性
で
は
韓
国

（
15
・
０
％
）、
ア
メ
リ
カ
（
11
・
６
％
）、
タ

イ
（
10
・
７
％
）
と
続
く
が
、
割
合
は
少
な
い
。

　
転
職
回
数
で
見
る
と
、
年
収
増
減
に
明
ら
か

3-3-3
転職すると管理職である確率はどうなるか  3-

3

※転職なしと比べて、10％以上有意に差がある場合のみオッズ比を掲載
※管理職である場合を1、ない場合を0としたロジット分析
※上記の転職回数ダミーのほかに、年齢を説明変数に入れコントロールしている

転職前後の年収の変化
（※数字は％）

中国
韓国
インド
タイ

マレーシア
インドネシア
ベトナム
アメリカ
日本

男性 女性
1回 2回 3回以上 1回 2回 3回以上

1.77 3.41

2.33 2.13
2.55 2.57

2.01

2.29 1.99
0.48 0.20

2.33
0.65

1.98

2.35

3.30

2.42

0.240.31 0.13

2.44
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な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
転
職
を
重

ね
て
も
、
年
収
が
増
え
る
人
が
や
は
り
多
い
の

だ
。

日
本
の
特
異
性
が
明
ら
か
に 

転
職
で
年
収
が
下
が
る
ケ
ー
ス
も

　
そ
う
し
た
な
か
、
転
職
が
年
収
に
も
た
ら
す

影
響
が
特
異
な
国
が
あ
る
。
日
本
で
あ
る
。
増

減
の
定
義
が
ほ
か
と
は
違
う
の
で
、
日
本
だ
け

の
数
値
の
違
い
に
注
目
す
る
と
、
年
収
へ
の
影

響
は
男
女
差
が
大
き
い
こ
と
、
男
女
と
も
に
年

収
が
減
る
人
が
少
な
く
な
い
こ
と
、
女
性
に
つ

い
て
は
転
職
に
よ
り
年
収
が
減
る
人
が
多
い
こ

と
が
わ
か
る
。

　
詳
細
を
見
る
と
、「
10
％
以
上
増
え
た
人
」

が
男
性
の
40
・
６
％
に
比
べ
、女
性
は
28
・
３
％

と
差
が
大
き
い
。「
10
％
以
上
減
っ
た
人
」
が

男
性
で
25
・
０
％
と
少
な
く
な
く
、
女
性
で
は

41
・
４
％
と
、「
10
％
増
」
よ
り
も
高
い
。
つ

ま
り
、
日
本
で
は
転
職
に
よ
っ
て
年
収
が
増
え

る
人
も
減
る
人
も
い
る
。
女
性
の
場
合
は
年
収

が
下
が
る
人
の
ほ
う
が
多
い
。

3-3-4
転職前後の年収の変化

（※数字は％）

中
国

韓
国

イ
ン
ド

タ
イ

マ
レ
ー
シ
ア
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

ベ
ト
ナ
ム

ア
メ
リ
カ

日
本

※転職前後の年収の変化を「1．増えた、2.ほとん
ど変わらなかった、3．減った」の3つの選択肢で聞
いている
日本調査のみ、転職前と1年後の年収を実数で聞
いたものを、10％以上増、10％以上減で集計した
割合であるため、ほかとの比較に注意が必要であ
る

　
こ
の
結
果
は
、
先
に
見
た
転
職
理
由
と
合
わ

せ
る
と
整
合
的
で
あ
る
。
日
本
以
外
の
国
の
退

職
理
由
は
「
賃
金
へ
の
不
満
」
の
割
合
が
高
か

っ
た
。
転
職
先
は
、
当
然
、
賃
金
を
考
慮
し
て

決
め
る
だ
ろ
う
。
一
方
で
、
日
本
の
退
職
理
由

は
多
様
で
あ
り
、
賃
金
だ
け
で
は
な
い
。
転
職

先
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
に
応
じ
て
決
め
る
。

結
婚
や
出
産
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
期

に
退
職
し
た
女
性
は
、
賃
金
よ
り
も
働
き
方
を

重
視
し
て
転
職
先
を
決
め
る
は
ず
だ
。

男性

3回
以上2回1回転職

あり計

82.9

3.1

82.2

2.2

82.1

1.8

85.7

7.1

84.4

3.9

83.9

3.2

91.5

2.1

77.8

6.7

増
え
た

減
っ
た

女性

3回
以上2回1回転職

あり計

53.8

9.6

55.6

8.9

62.5

0.0

45.7

17.1

53.6

15.0

47.7

18.2

60.0

17.1

54.1

11.5

増
え
た

減
っ
た

78.0

3.0

74.4

4.7

85.7

0.0

75.9

3.7

73.5

6.2

65.5

10.3

86.4

2.3

65.0

7.5

増
え
た

減
っ
た

57.4

4.7

62.5

5.0

53.5

7.0

56.9

3.1

62.3

10.7

60.0

16.0

78.0

2.4

54.4

11.8

増
え
た

減
っ
た

68.2

2.6

72.7

0.0

61.5

5.8

71.2

1.5

75.2

5.0

80.5

2.4

84.8

0.0

67.2

9.0

増
え
た

減
っ
た

80.7

1.3

86.5

2.7

77.1

0.0

79.5

1.3

75.7

7.1

64.3

17.9

73.0

2.7

81.3

5.3

増
え
た

減
っ
た

55.6

8.1

61.5

12.8

50.0

5.3

55.3

6.4

57.7

3.5

71.0

3.2

43.9

7.3

60.0

1.4

増
え
た

減
っ
た

65.3

6.1

58.6

17.2

76.5

0.0

60.0

2.9

65.1

11.6

68.6

15.7

69.2

11.5

59.6

7.7

増
え
た

減
っ
た

40.6

25.0

45.3

30.7

26.9

23.1

40.7

11.1

28.3

41.4

34.7

33.3

19.1

51.1

26.7

46.7

増
え
た

減
っ
た
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※ 大学を卒業してから現在までの仕事の履歴についての設問（入社年月、退職年月）から、各年齢での就業状態（いくつ目の仕事か、もしくはブランクか）を割り
出して集計

　仕事の履歴についての設問では、初職と現職以外は、3カ月以上継続したもののみ記述してもらう形式のため、3カ月未満の仕事は集計に含まれていない
　本報告書の3-1-1の「転職回数（転職回数を聞いた設問を活用）」と、この集計は、別の設問なので注意が必要である
　年齢が上がると集計対象者（その年齢を経験した人）の数が減る。すべての国で集計対象者数が50を上回る33歳までの集計とした

44

より詳しく知りたい人のためのデータ集Ⅲ

中国

年齢を重ねると仕事経験数の分布はどう変化するのか
※仕事と仕事の間は、仕事をしていない状態（ブランク）を示している

韓国 インド

タイ マレーシア インドネシア

ベトナム アメリカ 日本

在学中 １つ目の仕事 2つ目の仕事 3つ目の仕事 それ以上
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男性
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中国

女性

韓国 インド

タイ マレーシア インドネシア

ベトナム アメリカ 日本

在学中 １つ目の仕事 2つ目の仕事 3つ目の仕事 それ以上
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4-

1

次の外
資系

企業で
働いて

みたい
ですか

。

世界を股に
かける
「人と企業」
の条件
交通網、情報網の発達で地球がますます狭くなり、物や観光客
だけではなく、働く人も国境を超え、自由に行き来する時代と
なった。アジアでは、どんな志向を持った人が世界を股にかけ
て働きたいと思っているのだろうか。併せて彼らが抱いている
日本企業のイメージも探ってみた。

４-1. グローバル勤務志向
日本人はみんな「内向き」なのか…………47

COLUMN
英語レベルと年収の関係…………49

４-2. 外資系企業への勤務志向
アメリカ企業が圧倒的人気、日本企業も善戦…………50

４-3. 日本企業のイメージ
教育は熱心だが、キャリアパスが不透明…………52

より詳しく知りたい人のためのデータ集Ⅳ…………54

Part4



グ
ロ
ー
バ
ル
勤
務
志
向

日
本
人
は
み
ん
な「
内
向
き
」な
の
か　

自
国
外
で
働
き
た
い
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
志

向
者
の
割
合
を
見
て
い
く
と
、
イ
ン
ド
の
81
・

４
%
を
筆
頭
に
、
タ
イ
75
・
８
%
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
68
・
２
%
と
軒
並
み
高
い
数
字
と
な
っ
て

い
る
（
図
表
４

－

１

－

１
）。
逆
に
低
さ
が
目

立
つ
の
が
ベ
ト
ナ
ム
で
、
40
・
８
%
で
あ
る
。

ベ
ト
ナ
ム
人
は
元
来
内
向
き
の
性
格
で
知
ら
れ
、

し
か
も
社
会
主
義
国
家
で
あ
る
た
め
、
国
民
の

出
国
を
政
府
が
厳
し
く
管
理
し
て
お
り
、
海
外

旅
行
に
行
く
の
に
も
煩
雑
な
審
査
が
あ
る
。
そ

ん
な
事
情
が
背
景
に
あ
り
そ
う
だ
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
P
a
r
t
1
の
15
ペ
ー
ジ
で
も
触
れ
た
。

韓
国
42
・
９
%
、
ア
メ
リ
カ
42
・
１
%
、
日
本

34
・
２
%
も
同
じ
よ
う
に
低
い
水
準
と
い
え
る
。

こ
れ
ら
の
国
は
経
済
的
に
成
熟
し
て
い
る
の
で
、

あ
え
て
世
界
を
股
に
か
け
な
く
て
も
、
満
足
し

て
働
け
る
環
境
が
国
内
に
存
在
す
る
の
だ
ろ
う
。

　
で
は
、
そ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
志
向
者
は
ど

ん
な
人
な
の
か
。
以
下
、
２
つ
の
切
り
口
で
見

て
い
き
た
い
。
1
つ
は
「
勤
務
先
の
種
類
」
で

あ
り
、
も
う
1
つ
は
「
仕
事
を
す
る
う
え
で
大

切
だ
と
思
う
も
の
」
で
あ
る
。
後
者
に
関
し
て

は
、
P
a
r
t
１
の
12
〜
13
ペ
ー
ジ
に
詳
し
い

解
説
が
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
も
併
せ
て
お
読
み

い
た
だ
き
た
い
。

　
図
表
４

－

１

－

２
は
勤
務
先
を
国
営
・
公
営
、

内
資
、
外
資
に
分
け
た
場
合
の
グ
ロ
ー
バ
ル
志

※グローバルに働きたいと思う人は、望ましいと思う働き方に関する質問で、
世界を股にかける働き方が「近い」「どちらかというと近い」と回答した雇用者
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4-

1

4-1-1
グローバルに働きたいと思う人の割合

中
国

韓
国

イ
ン
ド

タ
イ

マ
レ
ー
シ
ア

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

ベ
ト
ナ
ム

ア
メ
リ
カ

日
本

10

20

30

40

50

60

70

80

90

0
60.4

42.9

81.4 75.8

63.5

68.2

40.8

42.1 34.2

%



10

20

30

40

50

60

70

80

90

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

0

向
者
の
割
合
で
あ
る
。
ど
の
国
で
も
、
グ
ロ
ー

バ
ル
志
向
者
は
外
資
系
企
業
勤
務
者
に
多
い
。
　

　
外
資
系
企
業
に
勤
務
す
れ
ば
ビ
ジ
ネ
ス
の
範

囲
が
国
際
的
に
な
る
の
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
志
向

者
の
割
合
が
高
い
の
は
、
あ
る
意
味
当
た
り
前

だ
が
、
外
資
系
企
業
勤
務
者
と
内
資
系
企
業
勤

務
者
の
差
に
注
目
し
て
み
る
と
興
味
深
い
。

　
日
本
に
お
い
て
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
志
向
者
の

割
合
は
、
内
資
系
企
業
勤
務
者
で
は
30
%
強
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
外
資
系
企
業
勤
務
者
で
は

55
・
６
%
と
な
っ
て
お
り
、
大
き
く
差
が
出
て

い
る
。
昨
今
の
日
本
人
は
非
常
に
内
向
き
だ
と

い
わ
れ
る
が
、
外
資
系
企
業
勤
務
者
に
つ
い
て

い
え
ば
そ
う
と
も
い
え
な
い
。
た
だ
し
、
内
資

系
企
業
勤
務
者
に
限
れ
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
志
向

者
の
割
合
は
世
評
ど
お
り
、
９
カ
国
中
、
最
低

と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
イ
ン
ド
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と

い
っ
た
国
で
は
、
確
か
に
外
資
系
企
業
勤
務
者

の
う
ち
、
グ
ロ
ー
バ
ル
志
向
者
の
割
合
は
、
国

営
・
公
営
お
よ
び
内
資
系
企
業
勤
務
者
よ
り
も

数
値
が
高
い
が
、
両
者
の
差
は
大
き
く
な
い
。

こ
れ
ら
の
国
に
お
い
て
は
、
国
営
や
公
営
、
そ

し
て
内
資
系
企
業
に
お
い
て
も
、
海
外
勤
務
や

%

%
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4-

1

4-1-2
グローバルに働きたいと思う人の割合（勤務先の種類別）

中
国

韓
国

イ
ン
ド

タ
イ

マ
レ
ー
シ
ア

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

ベ
ト
ナ
ム

ア
メ
リ
カ

日
本

55.5
46.9

73.5

46.9 43.4
60.0

78.9
78.4

88.0

77.7 73.3
85.1

59.4 57.0
76.2

61.7
67.5

77.2

42.9 37.8
51.8

38.2
40.8

47.0

34.3
32.9

55.6

4-1-3
グローバルに働きたいと思う人の割合
（仕事をするうえで大切だと思うもの別）

中
国

韓
国

イ
ン
ド

タ
イ

マ
レ
ー
シ
ア

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

ベ
ト
ナ
ム

ア
メ
リ
カ

日
本

34.2
36.4

55.0
28.5

42.1 39.4
52.0

36.7

40.8
41.0

49.4
29.6

68.2
71.6
70.8

62.0

63.5
62.7

70.3
59.1

75.8 74.1
79.7 75.6
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　国際ビジネスには英語が必須であ
る。国ごとの英語レベルの違いと、
それによる年収差を調べてみた。
　図表４－１－４は国ごとに英語の
スキル（回答者本人の自己評価）を
表したものである。ビジネス上のプ
レゼンテーション、交渉力がある上
級レベルにあたる人は、英語が公用
語であるインドでは４割強、マレー
シアでは３割弱と高い水準となって
いる。一方、日本は２.６%、韓国
は５.２%といずれも低い水準で、
その後にタイ、ベトナムと続く。上
級レベルと中級レベルを合わせると、
英語がそれなりにできる人の割合は、
東南アジアの場合、軒並み4割を超

英語レベルと年収の関係
えているのに対し、日本は１割程度、
韓国は３割強にすぎない状況だ。
　では、英語のレベルによってどれ
だけ年収は異なるのだろうか。図表
４－１－５を見ると、日本と東南ア
ジア諸国の違いがわかる。東南アジ
ア諸国では初級レベル以下に対して
上級レベルでは年収が平均して５割
以上多くなっており、タイとマレー
シアは２倍以上となっている。中級
レベルについても程度の差はあるが、
初級レベル以下と比較してほぼ２割
以上多くなっている。
　このなかで特異であるのはインド
と日本であり、英語のレベルによる
年収の違いがあまり見られない。イ

ンドの場合、英語は公用語なので、
できて当たり前であり、英語のレベ
ルによって年収が変わることはない
のが当然だ。では日本でなぜ年収差
が見られないかといえば、理由は2
つ考えられる。1つは、本人が英語
ができなくても、通訳や翻訳などの
サービスが利用できるからである。
もう1つの理由は、他国と異なり、
英語を必要としない収入の高い仕事
が国内に多く存在するからだろう。
　いずれにせよ、英語の出来不出来
にかかわらず、収入があまり変わら
ない日本はアジアでは珍しい国だと
いえる。

COLUMN

海
外
と
の
取
引
が
さ
か
ん
な
た
め
、
グ
ロ
ー
バ

ル
志
向
が
高
く
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

韓
国
、日
本
で
は
、 

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
が
鍵
を
握
る

 

「
仕
事
を
す
る
う
え
で
大
切
だ
と
思
う
も
の
」

と
グ
ロ
ー
バ
ル
志
向
と
の
関
連
も
見
て
い
く
。

今
回
は
、
そ
の
な
か
で
も
顕
著
な
差
が
表
れ
た

「
自
分
の
希
望
す
る
仕
事
内
容
」「
明
確
な
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
」「
雇
用
の
安
定
性
」
に
注
目
し
た

い
（
詳
細
は
54
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
）。

　
デ
ー
タ
（
図
表
４

－

１

－

３
）
を
見
て
明
ら

か
な
の
は
、
韓
国
と
日
本
に
お
い
て
、「
明
確

な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
」
が
仕
事
を
す
る
う
え
で
大

切
な
こ
と
と
考
え
て
い
る
人
は
、
そ
れ
以
外
の

人
に
比
べ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
志
向
者
が
多
い
と

い
う
こ
と
だ
。
具
体
的
に
は
、
韓
国
で
は
そ
う

い
う
人
が
61
・
５
%
（
全
体
42
・
９
％
）、
日

本
で
は
55
・
０
%
（
全
体
34
・
２
%
）
を
占
め

て
い
る
。
日
本
と
韓
国
は
内
部
労
働
市
場
が
発

達
し
て
い
る
の
で
、
キ
ャ
リ
ア
は
企
業
主
導
と

い
う
例
が
多
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
確
な

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
意
識
し
て
努
力
す
る
人
は
、

キ
ャ
リ
ア
形
成
の
一
環
と
し
て
自
国
外
で
働
く

こ
と
を
真
剣
に
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
一
方
、
イ
ン
ド
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
は
、「
仕
事
を
す
る
う

え
で
大
切
だ
と
思
う
も
の
」
と
グ
ロ
ー
バ
ル
志

向
の
間
に
強
い
関
連
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら

の
国
で
は
大
卒
者
は
一
握
り
の
エ
リ
ー
ト
で
あ

り
、
世
界
で
活
躍
す
る
こ
と
が
当
然
だ
と
い
う

風
潮
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
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英語の語学レベルの割合
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外
資
系
企
業
へ
の
勤
務
志
向

ア
メ
リ
カ
企
業
が
圧
倒
的
人
気
、

日
本
企
業
も
善
戦

4-

2

　
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
を
中
心
に
グ
ロ
ー
バ
ル

に
働
き
た
い
と
考
え
る
人
が
多
い
こ
と
が
わ
か

っ
た
が
、
外
資
系
企
業
へ
の
勤
務
志
向
も
同
じ

よ
う
に
高
い
の
だ
ろ
う
か
。
外
資
系
企
業
勤
務

志
向
の
実
態
を
見
て
い
き
た
い
。

　
ま
ず
は
外
資
系
企
業
で
働
い
て
い
る
人
の
割

合
と
グ
ロ
ー
バ
ル
勤
務
志
向
の
割
合
を
調
べ
て

み
た
。
実
際
に
外
資
系
企
業
で
働
い
て
い
る
人

の
割
合
は
、
特
に
中
国
で
37
・
４
%
と
高
い
が
、

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
１
～
２
割
に
と
ど
ま
る
。

一
方
、
韓
国
は
３
・
９
%
、
日
本
は
５
・
８
%
と

低
い
。
外
資
と
合
資
企
業
の
割
合
を
足
し
合
わ

せ
て
も
（
グ
ラ
フ
に
お
け
る
、
外
資
＋
合
資
）、

ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
次
に
、

「
外
資
系
企
業
で
働
き
た
い
」
と
思
う
人
の
割

合
を
見
る
と
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
、
中
国
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い
っ
た
国
々
で
、
そ
の
数
値

が
非
常
に
高
い
。
ベ
ト
ナ
ム
89
・
１
%
、
イ
ン

ド
88
・
２
%
を
筆
頭
に
、
極
め
て
外
資
系
企
業

志
向
が
高
い
と
い
え
る
（
図
表
４

－

２

－

１
）。

　
47
ペ
ー
ジ
で
見
た
よ
う
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
志

向
者
の
割
合
が
高
い
イ
ン
ド
、
タ
イ
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
に
お
い
て
は
、「
外
資
系
企
業
で
働
き

た
い
」
と
考
え
る
人
が
多
い
の
は
当
然
と
い
え

る
。
し
か
し
、
韓
国
や
ベ
ト
ナ
ム
の
よ
う
に
、

グ
ロ
ー
バ
ル
志
向
者
の
割
合
が
そ
れ
ほ
ど
高
く

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
外
資
系
企
業
で
働

き
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
国
も
あ
る
。

%
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イ
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イ
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4-2-1
外資系企業勤務者・勤務希望者割合

勤務者割合（外資） 勤務者割合（外資＋合資） 希望者割合

※希望者割合は、米・欧・日・韓・中の外資系企業に対して、少なくとも1つの国資本の外資系企業で「進んで働きたい」
と回答した雇用者の割合。日本については、外資系企業勤務の希望に関する質問は行っていない



こ
れ
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

　
韓
国
に
お
い
て
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
志
向
の
高

い
人
は
既
に
海
外
で
働
い
て
い
る
こ
と
と
、
内

資
系
企
業
の
代
表
で
あ
る
財
閥
に
入
る
の
は
非

常
に
狭
き
門
で
あ
り
、
そ
こ
に
就
職
で
き
な
い

人
が
よ
り
よ
い
待
遇
を
求
め
、
外
資
系
企
業
を

志
向
し
て
い
る
と
い
う
図
式
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
一
方
の
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
そ
も
そ
も
経
済

社
会
が
発
展
途
上
で
あ
り
、
働
き
た
い
と
思
う

国
内
企
業
が
あ
ま
り
な
い
。
そ
こ
で
、
よ
り
よ

い
条
件
を
求
め
て
、
外
資
を
志
向
す
る
人
が
多

い
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

中
国
、韓
国
企
業
と
比
べ
る
と 

日
本
企
業
の
人
気
は
高
い

　
ど
の
国
の
企
業
で
働
き
た
い
か
、
に
つ
い
て

も
見
て
い
こ
う
（
図
表
４

－

２

－

２
）。

　
デ
ー
タ
を
見
る
限
り
、
ど
の
国
に
お
い
て
も

圧
倒
的
人
気
な
の
は
ア
メ
リ
カ
企
業
で
あ
る
。

イ
ン
ド
で
は
８
割
強
、
ベ
ト
ナ
ム
は
7
割
、
中

国
、
韓
国
で
は
６
割
を
超
え
る
人
が
ア
メ
リ
カ

企
業
を
希
望
し
て
い
る
。

　
日
本
企
業
に
つ
い
て
は
、
東
南
ア
ジ
ア
を
中

心
に
勤
務
意
向
が
高
い
。
特
に
タ
イ
や
ベ
ト
ナ

ム
で
は
半
数
を
超
え
る
人
が
日
本
企
業
で
の
勤

務
意
向
を
持
ち
、
特
に
タ
イ
で
は
そ
の
数
値
が

ア
メ
リ
カ
企
業
と
拮
抗
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

国
で
は
日
本
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
良
好
な
こ

と
が
奏
功
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
イ

ン
ド
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い

て
も
、
３
～
４
割
の
人
が
日
本
企
業
で
の
勤
務

意
向
を
持
っ
て
い
る
。
逆
に
中
国
や
韓
国
で
は

そ
の
割
合
が
低
く
、
中
国
で
は
１
割
に
満
た
ず
、

韓
国
で
は
２
割
に
と
ど
ま
る
。

　
日
本
企
業
へ
の
勤
務
意
向
は
、
中
国
企
業
、

韓
国
企
業
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
特
徴
が
顕
著

と
な
る
。
中
国
企
業
へ
の
勤
務
意
向
は
タ
イ
で

２
割
近
い
数
字
と
な
っ
て
い
る
が
、
他
の
国
は

軒
並
み
そ
れ
よ
り
低
い
数
値
だ
。
韓
国
に
つ
い

て
も
、
中
国
ほ
ど
の
低
さ
で
は
な
い
が
２
～
３

割
に
と
ど
ま
る
。
こ
う
し
た
人
気
の
低
さ
は
、

経
済
の
躍
進
ぶ
り
が
伝
え
ら
れ
る
両
国
だ
が
、

華
々
し
い
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
果
た
し
て
い
る

企
業
は
一
握
り
、
と
い
う
事
情
に
よ
る
の
で
は

な
い
か
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
戦
後
１
９
６
０
年

代
か
ら
こ
の
地
に
進
出
し
て
い
る
と
い
う
日
本

企
業
の
歴
史
の
長
さ
も
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。

　
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
（
ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ
ア
、
イ
ン

ド
、
中
国
）
の
成
長
に
翳
り
が
出
て
き
た
今
、

新
た
に
注
目
さ
れ
る
勃
興
市
場
が
東
南
ア
ジ
ア

だ
。
そ
こ
で
の
日
本
企
業
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

は
良
好
だ
。
こ
の
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

%
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4-2-2
外資系企業の勤務希望者割合（各国資本別）
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※希望者割合は、「進んで働きたい」と回
答した雇用者の割合。中国において、中国
系企業は外資系企業とはいえないので、
中国系企業の勤務希望調査はしていな
い。韓国についても同様



日
本
企
業
の
イ
メ
ー
ジ

教
育
は
熱
心
だ
が
、 

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
が

不
透
明

4-

3

　
51
ペ
ー
ジ
で
見
た
よ
う
に
、
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
を
中
心
に
日
本
企
業
へ
の
勤
務
を
志
向
す
る

人
材
が
一
定
数
以
上
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

で
は
、
彼
ら
の
目
に
日
本
企
業
は
ど
の
よ
う
に

映
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
日
本
企
業

に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
働
き
方
や
キ
ャ

リ
ア
、
経
営
者
の
印
象
な
ど
「
働
く
」
に
関
係

す
る
５
項
目
を
国
別
に
比
較
し
て
み
る
。
ア
ジ

ア
各
国
の
人
材
を
活
用
す
る
際
に
日
本
企
業
が

強
み
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
こ
と
、
逆
に
留

意
す
べ
き
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
い
ず
れ
も
日
本
企
業
へ
の
勤
務
志
向
が
強
い

東
南
ア
ジ
ア
各
国
と
韓
国
の
計
６
カ
国
で
比
較

し
て
み
よ
う
（
図
表
４

－
３
）。
共
通
点
が
２

つ
あ
る
。

　
1
つ
は
、
ど
の
国
に
お
い
て
も
「
長
期
的
な

視
野
で
仕
事
の
ス
キ
ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
べ

る
」
の
割
合
が
ほ
か
と
比
較
し
て
高
い
こ
と
だ
。

日
本
企
業
が
教
育
熱
心
で
長
期
的
な
人
材
育
成

を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
日
本
で
も
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
国
で
も
同
じ
イ

%%
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84.9

88.2

94.1



メ
ー
ジ
が
共
有
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

ま
た
、
著
者
が
イ
ン
ド
の
日
本
企
業
の
イ
ン
ド

人
社
員
に
現
地
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
時
、

「
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
を
見
す
え
て
、
学
ぶ
べ
き

こ
と
を
学
べ
る
環
境
が
あ
り
が
た
い
。
日
本
企

業
で
働
い
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
声
が
複
数
あ

っ
た
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
く
。

　
2
つ
目
は
、「
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
描

く
こ
と
が
で
き
る
」
の
割
合
が
共
通
し
て
低
い

こ
と
だ
。
日
本
企
業
は
社
員
に
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

を
示
さ
な
い
と
、
こ
れ
も
日
本
で
は
よ
く
い
わ

れ
る
こ
と
だ
が
、
同
じ
こ
と
が
各
国
の
人
た
ち

に
も
認
識
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
日
本
企
業
は
海
外
に

展
開
す
る
際
に
、
そ
の
国
の
文
化
や
商
慣
習
に

合
わ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
の
、
現
地
法
人
で
は
、

日
本
で
培
っ
て
き
た
自
社
の
特
徴
や
強
み
を
あ

る
程
度
維
持
し
て
い
る
と
い
え
る
。
日
本
企
業

に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
人
の
多
く
は
、
仕
事
の

ス
キ
ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
た
い
と
い
っ
た
人
た

ち
だ
。
仕
事
の
ス
キ
ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
成
長

で
き
る
環
境
が
用
意
さ
れ
て
い
る
点
は
、
日
本

企
業
の
強
み
で
あ
り
、
今
後
も
こ
の
点
を
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
人
材
育
成
と
キ
ャ
リ
ア
の
尊
重
は
対
立
し
な

い
。
今
後
は
、
教
育
機
会
を
十
分
に
提
供
し
つ

つ
も
、
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を
意
識
さ
せ
、
尊
重

す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
重
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

日
本
企
業
の
経
営
陣
に 

厳
し
い
目
を
向
け
る
韓
国
人

　
最
後
に
各
国
ご
と
に
見
ら
れ
る
違
い
に
つ
い

て
触
れ
て
お
き
た
い
。

 

「
経
営
陣
が
信
用
で
き
る
」
と
い
う
項
目
に
つ

い
て
、
韓
国
で
は
84
・
９
%
と
、
他
の
項
目
よ

り
低
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
韓
国
で
は
、
現

に
そ
う
な
の
だ
が
、
財
閥
が
経
済
を
動
か
し
て

い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
企
業
の
ト
ッ

プ
に
は
国
民
が
厳
し
い
目
を
向
け
が
ち
で
あ
る
。

そ
う
し
た
視
線
が
日
本
の
経
営
者
に
も
向
け
ら

れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
一
方
、
タ
イ
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
逆
で
、

「
経
営
陣
が
信
用
で
き
る
」
が
比
較
的
高
い
数

値
を
示
し
て
い
る
。
両
国
で
は
汚
職
が
蔓
延
し
、

企
業
ト
ッ
プ
に
対
す
る
信
頼
度
が
低
い
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
日
本
の
経
営
陣
の
信
用
度
が
高

い
の
は
、
両
国
が
そ
も
そ
も
親
日
で
あ
る
こ
と

が
大
き
な
要
因
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

%%

%
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る
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の
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門
性
を

生
か
せ
る

経
営
陣
が

信
用
で
き
る

将
来
の

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を

描
く
こ
と
が
で
き
る

高
い
報
酬
が

も
ら
え
る

マレーシア
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性
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せ
る

経
営
陣
が

信
用
で
き
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将
来
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を
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よ
り
詳
し
く
知
り
た
い
人
の
た
め
の
デ
ー
タ
集
Ⅳ

1.仕事をするうえで大切だと思うもの別 グローバル勤務志向者の割合

中
国

韓
国

イ
ン
ド

タ
イ

マ
レ
ー
シ
ア

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

ベ
ト
ナ
ム

ア
メ
リ
カ

日
本

会社のステイタス 良好な職場の人間関係

20.7
8.4

12.4
11.5 7.8

30.6
17.2
17.6
17.7

12.2

31.4
19.8

23.1
22.3

18.3

44.9
37.3

39.5
39.2 35.3

57.1
41.2 38.5
38.5 36.033.0

33.3
33.1
33.9

40.2

68.3
63.0

57.3
60.2 57.1

32.5
16.9
17.2 15.4

21.8

31.8
21.9

26.1 24.0
15.8

自分の希望する仕事内容

高い賃金・充実した福利厚生 自分の希望する勤務地

中
国

韓
国

イ
ン
ド

タ
イ

マ
レ
ー
シ
ア

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

ベ
ト
ナ
ム

ア
メ
リ
カ

日
本

適切な勤務時間・休日 正当な評価

7.2
11.3

21.9
7.3

11.2

21.1
11.5

26.5
16.3

27.2

16.7
24.4

29.5
15.0

26.2

31.3
54.8

46.3 43.4
39.1

30.6
38.2

44.4
31.3

45.1

35.5
28.9

34.3
33.8

36.8

58.8
58.3
57.9

63.9
58.9

14.9
20.0

40.0
13.9

31.6

19.7
20.7

28.7
22.2

34.5

明確なキャリアパス

雇用の安定性 教育研修の機会

%

%



韓国
全体

進んで働きたい

働いてもよい

働きたくない

262

562

119

181

60.1

91.6

54.6

47.5

33.3

7.6

42.7

36.5

6.6

0.8

2.7

16.0

59.4

83.2

57.6

46.4

32.2

14.3

39.3

33.7

8.4

2.5

3.1

19.9

11.9

44.5

3.1

3.3

35.8

31.9

53.1

13.3

52.3

23.5

43.9

83.4

中国
全体

進んで働きたい

働いてもよい

働きたくない

183

518

19

316

1.7

0.0

0.5

2.5

31.5

21.1

27.9

34.2

1.4

0.0

1.1

1.6

29.3

5.3

26.8

32.3

47.3

10.5

20.2

65.2

45.8

26.3

73.2

31.0

6.9

63.2

6.6

3.8

69.3

94.7

72.1

66.1

66.8

78.9

71.6

63.3

ベトナム
全体

進んで働きたい

働いてもよい

働きたくない

181

549

303

65

74.5

81.5

71.3

50.8

19.5

15.5

25.4

21.5

6.0

3.0

3.3

27.7

68.3

77.9

63.0

38.5

24.0

18.2

33.7

24.6

7.7

4.0

3.3

36.9

7.3

8.9

5.0

6.2

18.9

18.8

21.5

12.3

73.8

72.3

73.5

81.5

25.0

38.0

9.9

6.2

46.1

44.9

60.8

10.8

29.0

17.2

29.3

83.1

インドネシア
全体

進んで働きたい

働いてもよい

働きたくない

207

485

205

73

50.1

62.4

45.9

27.4

37.3

31.7

40.6

43.8

12.6

5.9

13.5

28.8

56.1

70.2

51.7

28.8

34.6

25.9

40.6

42.5

9.3

3.9

7.7

28.8

9.9

20.5

2.4

1.4

46.0

50.2

54.1

11.0

44.1

29.3

43.5

87.7

24.3

47.3

9.2

2.7

53.4

45.4

73.4

19.2

22.3

7.3

17.4

78.1

マレーシア
全体

進んで働きたい

働いてもよい

働きたくない

228

471

158

85

48.2

70.3

39.0

31.8

39.1

26.6

50.4

31.8

12.7

3.2

10.5

36.5

55.2

79.1

46.9

32.9

35.2

18.4

47.8

32.9

9.6

2.5

5.3

34.1

18.0

39.9

7.5

5.9

42.5

41.1

50.9

22.4

39.5

19.0

41.7

71.8

25.9

67.1

7.0

0.0

48.6

25.3

78.5

11.8

25.5

7.6

14.5

88.2

タイ
全体

進んで働きたい

働いてもよい

働きたくない

175

501

252

74

51.1

75.8

30.9

14.9

32.1

21.8

52.6

18.9

16.8

2.4

16.6

66.2

49.1

74.6

30.3

6.8

33.1

21.8

54.9

20.3

17.8

3.6

14.9

73.0

19.6

34.9

4.6

2.7

41.7

41.7

55.4

9.5

38.7

23.4

40.0

87.8

32.7

61.5

4.0

2.7

44.5

31.3

80.6

4.1

22.8

7.1

15.4

93.2

インド
全体

進んで働きたい

働いてもよい

働きたくない

187

483

184

112

82.4

92.4

79.7

70.5

11.8

6.5

19.3

8.0

5.8

1.1

1.1

21.4

61.1

73.4

61.0

41.1

30.6

26.1

35.3

30.4

8.3

0.5

3.7

28.6

18.2

35.9

9.6

3.6

40.4

37.5

52.4

25.0

41.4

26.6

38.0

71.4

20.1

40.8

10.2

2.7

44.1

39.7

62.6

20.5

35.8

19.6

27.3

76.8

日本企業への
勤務意向

サ
ン
プ
ル

サ
イ
ズ 進んで

働きたい
働いても
よい

働きたく
ない

アメリカ企業への勤務意向

進んで
働きたい

働いても
よい

働きたく
ない

ヨーロッパ企業への勤務意向

進んで
働きたい

働いても
よい

働きたく
ない

中国企業への勤務意向

進んで
働きたい

働いても
よい

働きたく
ない

韓国企業への勤務意向
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2.外資系企業勤務意向の国籍別クロス表（※数字は％）	

※雇用者に限定



萩
原
（
以
下
、
萩
）
結
論
か
ら
い
う
と
、
日
本

の
特
異
性
が
際
立
っ
た
結
果
で
し
た
ね
。

豊
田
（
以
下
、
豊
）　
会
社
を
選
ぶ
基
準
の
１

位
は
、
日
本
以
外
は
、
給
料
の
高
さ
だ
っ
た
け

れ
ど
、
日
本
だ
け
が
よ
い
人
間
関
係
を
重
視
し

て
い
た
。

萩
　
そ
の
せ
い
か
、
転
職
し
た
ら
、
他
の
国
で

は
給
料
が
上
が
る
の
が
常
識
な
の
に
、
日
本
だ

け
が
違
い
ま
し
た
。

豊
　
給
料
が
上
が
ら
な
い
と
転
職
し
な
い
と
い

う
の
は
、
お
金
そ
の
も
の
に
執
着
心
が
強
い
と

い
う
よ
り
、
自
尊
心
を
満
た
し
、
社
会
的
地
位

を
確
認
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
給
料
が
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
気
が
す
る
ね
。

萩
　
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
日
本
で
は
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
が
、
他
の
国
で
は
自
分
の
年
収
を

聞
か
れ
た
ら
平
気
で
他
人
に
明
か
す
み
た
い
で

す
か
ら
ね
。

豊
　
つ
い
先
日
、
東
京
と
上
海
で
、
現
地
の
ト

ッ
プ
ラ
ン
ク
の
大
学
生
を
相
手
に
グ
ル
ー
プ
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
会
社
を
選
ぶ
基
準
を
聞
い

た
ん
だ
け
ど
、
東
大
生
の
多
く
は
や
は
り
人
間

関
係
を
筆
頭
に
あ
げ
、
一
方
の
復
旦
大
学
の
学

生
は
何
よ
り
明
確
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
が
重
要
だ

と
。

戸
田
（
以
下
、
戸
）　
現
地
に
行
っ
て
調
査
す

る
と
、
イ
ン
ド
人
も
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
非
常
に

重
視
す
る
よ
う
で
す
。
た
と
え
ば
エ
ン
ジ
ニ
ア

の
典
型
的
キ
ャ
リ
ア
は
、
大
学
を
出
て
２
、３

年
、
企
業
で
働
い
た
後
、
退
職
し
て
Ｍ
Ｂ
Ａ
を

取
り
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

い
っ
た
年
収
の
高
い
仕
事
に
就
く
、
あ
る
い
は

実
家
の
商
売
を
継
ぐ
。
こ
ん
な
感
じ
で
、
１
社

に
長
く
勤
め
る
感
覚
が
非
常
に
希
薄
で
す
。

萩
　
転
職
率
も
意
外
で
し
た
ね
。
流
動
性
が
高

い
と
い
わ
れ
る
ア
ジ
ア
の
実
態
を
把
握
し
よ
う

と
し
た
わ
け
で
す
け
ど
、
日
本
人
の
女
性
が
最

も
転
職
し
て
い
た
。
実
態
は
結
婚
や
出
産
に
よ

る
離
職
が
影
響
し
て
い
る
の
で
す
が
。

豊
　
日
本
は
イ
ン
ド
な
ど
に
比
べ
た
ら
、
ジ
ェ

む
す
び
に
代
え
て

脱
日
入
亜
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は

可
能
な
の
か

調
査
の
分
析
と
本
書
の
執
筆
を
担
当
し
た

3
人
の
研
究
員
に
、

既
に
ア
ジ
ア
に
進
出
し
て
い
る
か
、

今
後
、進
出
を
考
え
て
い
る
日
本
企
業
の

人
事
な
ら
び
に
現
地
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
向
け
て
、

本
書
の
読
み
ど
こ
ろ
と

今
後
の
人
事
の
あ
り
方
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

ン
ダ
ー
意
識
は
強
い
ほ
う
だ
と
思
っ
て
い
た
ん

だ
け
ど
、
働
く
場
面
で
は
ま
っ
た
く
違
う
と
。

結
婚
や
出
産
が
、
こ
れ
だ
け
女
性
の
キ
ャ
リ
ア

に
影
響
を
及
ぼ
す
国
と
い
う
の
は
世
界
で
も
珍

し
い
ん
だ
ろ
う
な
あ
。

戸
　
イ
ン
ド
は
家
族
の
な
か
で
は
男
女
平
等
で

は
な
い
の
で
し
ょ
う
が
、
働
く
場
面
で
は
男
女

を
区
別
す
る
発
想
が
希
薄
で
す
。
日
本
は
逆
で

家
族
内
で
の
男
女
差
別
は
消
え
か
か
っ
て
い
ま

す
が
、
企
業
内
で
は
残
滓
が
色
濃
く
あ
る
よ
う

で
す
。

「
企
業
に
入
社
」で
は
な
い

「
企
業
と
契
約
」す
る
中
国
人
学
生

豊
　
中
国
の
学
生
の
話
で
面
白
か
っ
た
の
が

「
企
業
に
入
社
す
る
」
で
は
な
く
、「
企
業
と
契

約
す
る
」
と
表
現
す
る
ん
だ
。
そ
う
い
う
感
覚

が
少
な
く
と
も
イ
ン
ド
や
中
国
で
は
普
通
な
ん

だ
ろ
う
。

萩
　
そ
う
い
う
学
生
は
日
本
企
業
に
は
入
り
た

豊田義博 
リクルートワークス研究所 
主幹研究員
Part2の分析･執筆を担当
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が
ら
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

戸
　
そ
う
思
い
ま
す
。
私
の
分
析
で
ま
さ
に
そ

う
で
し
た
が
、
日
本
企
業
は
明
確
な
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
を
提
示
す
る
の
が
不
得
意
で
す
。
日
本
の

感
覚
で
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
と
い
う
と
、
10
年
、
20

年
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
も
っ

と
短
く
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
５

年
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
提
示
し
て
働
い
て
も
ら

う
。
企
業
も
そ
の
人
に
投
資
し
た
も
の
を
５
年

で
回
収
で
き
た
ら
損
は
し
な
い
で
し
ょ
う
。

萩
　
中
国
と
イ
ン
ド
が
日
本
と
対
極
的
な
の
は

デ
ー
タ
上
で
も
如
実
に
表
れ
て
い
ま
す
。
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
で
は
ベ
ト
ナ
ム
が
、
日
本
は
も
ち

ろ
ん
、
中
国
や
イ
ン
ド
と
も
違
う
。
キ
ャ
リ
ア

に
対
す
る
興
味
は
強
い
け
ど
、
自
分
で
キ
ャ
リ

ア
を
描
く
と
い
う
感
覚
は
薄
い
。
企
業
を
選
ぶ

際
に
、
教
育
研
修
の
機
会
が
豊
富
に
あ
る
か
を

非
常
に
重
視
す
る
の
で
す
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ

う
な
キ
ャ
リ
ア
に
つ
な
が
る
か
は
わ
か
っ
て
い

な
い
。
と
に
か
く
、
研
修
機
会
と
い
う
場
を
求

め
て
い
る
の
だ
と
聞
き
ま
す
。

豊
　
中
国
と
韓
国
に
調
査
に
行
っ
た
時
、
発
展

可
能
性
と
か
、
発
展
空
間
と
い
う
同
じ
意
味
の

言
葉
を
ど
ち
ら
で
も
耳
に
し
た
ん
だ
け
ど
、
研

修
機
会
を
求
め
る
ベ
ト
ナ
ム
も
含
め
、
ア
ジ
ア

の
人
た
ち
は
発
展
し
た
い
、
成
長
し
た
い
ん
だ

と
思
う
。
発
展
も
し
く
は
成
長
し
た
結
果
が
、

お
金
で
あ
っ
た
り
、
地
位
で
あ
っ
た
り
す
る
わ

け
で
、
だ
か
ら
こ
そ
、
転
職
す
る
際
に
は
給
料

が
上
が
る
会
社
を
選
ぶ
ん
だ
。
自
分
の
発
展
度

合
い
が
目
に
見
え
て
わ
か
る
か
ら
ね
。
そ
う
い

う
環
境
で
日
本
企
業
は
ど
ん
な
人
を
採
用
し
、

ど
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
く
か
、
悩
み
ど
こ

ろ
だ
。

戸
　
雇
用
の
流
動
性
が
高
い
わ
け
で
す
か
ら
、

人
材
を
抱
え
込
む
リ
ス
ク
は
低
く
な
り
ま
す
。

大
量
に
採
用
し
て
、
そ
の
な
か
か
ら
よ
い
人
材

だ
け
を
辞
め
さ
せ
な
い
と
い
う
発
想
が
大
切
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

豊
　
日
本
企
業
は
そ
れ
に
は
抵
抗
が
あ
る
。
一

度
、
身
内
に
な
っ
た
人
間
が
早
く
辞
め
て
い
く

の
は
、
一
人
前
の
人
間
に
育
て
ら
れ
な
か
っ
た

こ
ち
ら
が
悪
い
と
い
う
意
識
が
強
い
か
ら
。
日

本
に
お
い
て
は
、
解
雇
が
、
企
業
の
横
暴
に
よ

る
非
情
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
社
会
的
意
識
も

根
強
い
し
、
日
本
国
内
で
は
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
と

批
判
を
浴
び
か
ね
な
い
施
策
で
も
あ
る
。

萩
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
あ
る
日
系
企
業
で
聞
い

た
ん
で
す
が
、
大
量
採
用
、
大
量
解
雇
が
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
う
ま
く
や
る
コ
ツ
な
ん
だ
と
。
解

雇
し
て
も
そ
の
人
に
は
も
っ
と
向
い
て
い
る
仕

事
が
見
つ
か
る
の
で
、
お
互
い
後
腐
れ
な
い
状

態
だ
そ
う
で
す
。

豊
　
や
っ
て
い
る
企
業
も
あ
る
わ
け
だ
な
。

Ｏ
Ｊ
Ｔ
や
情
報
共
有
、ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

日
本
的
人
事
は
手
間
が
か
か
る

萩
　
一
方
で
こ
う
も
思
う
ん
で
す
。
日
本
人
の

働
き
方
、
日
本
企
業
の
働
か
せ
方
が
ほ
か
と
比

べ
て
違
う
の
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
だ
っ
た

ら
、
そ
の
違
い
を
逆
に
強
み
に
し
て
、
現
地
で

日
本
型
の
人
事
管
理
を
す
れ
ば
い
い
の
で
は
な

い
か
と
。
長
期
雇
用
で
安
定
し
て
い
て
、
給
料

も
年
々
上
が
っ
て
い
く
ん
だ
か
ら
、
こ
ん
な
嬉

し
い
こ
と
は
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

豊
　
そ
れ
は
一
理
あ
る
ね
。
で
も
そ
れ
を
本
気

で
や
る
な
ら
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
や
情
報
共
有
、
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
（
報
告
・
連
絡
・
相
談
）
を
し
っ
か
り

や
る
と
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
重

視
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
今
よ

り
も
っ
と
徹
底
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
。

戸
　
そ
れ
を
や
る
に
は
、
今

以
上
に
、
そ
し
て
他
の
国
の

企
業
以
上
に
、
現
場
の
マ
ネ

ジ
ャ
ー
や
上
司
の
力
量
が
必

要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
ま
で
の
余
力
が
日
本
企
業
に
あ
る
の
か
ど
う

か
。

豊
　
賃
金
交
渉
は
一
対
一
で
全
員
と
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
話
は
よ
く
あ
る
。
そ
の

交
渉
は
極
め
て
タ
フ
で
あ
る
た
め
、
現
地
人
材

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
日
本
人
で
は
無
理
で
、
現

地
に
す
べ
て
任
せ
よ
う
と
い
う
声
も
よ
く
聞
く
。

で
も
別
の
見
方
を
す
る
と
、
給
料
の
額
を
決
め

る
こ
と
自
体
が
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
に
も
な
り
得
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。

辞
め
て
ほ
し
い
人
は
昇
給
さ
せ
な
け
れ
ば
い
い

の
だ
か
ら
。

戸
　
ア
ジ
ア
に
詳
し
い
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
か
ら
、

毎
期
、
上
司
と
目
標
を
す
り
合
わ
せ
て
、
業
績

の
悪
い
人
に
対
し
て
は
、
こ
こ
ま
で
達
成
で
き

な
け
れ
ば
降
格
か
場
合
に
よ
っ
て
は
解
雇
す
る

と
い
う
こ
と
ま
で
は
っ
き
り
言
っ
た
ほ
う
が
い

い
、
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。

豊
　
日
本
企
業
は
そ
う
い
う
出
口
管
理
は
国
内

で
も
不
得
意
だ
か
ら
ね
。

戸
　
本
社
と
現
地
法
人
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
う
ま
く
取
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
本
社
か
ら
発
せ
ら
れ
る

指
示
が
、
現
地
の
実
情
に
合
わ
な
い
、
と
ん
ち

ん
か
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
り
、
現
地
の
判
断
に

萩原牧子
リクルートワークス研究所 研究員
本調査の設計とPart1、Part3の分析・執筆を担当

戸田淳仁
リクルートワークス研究所 研究員

Part4の分析･執筆を担当
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必
要
以
上
に
介
入
し
て
き
た
り
、
と
い
っ
た
こ

と
が
起
こ
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

豊
　
中
国
で
聞
い
た
話
だ
け
ど
、
中
国
に
出
て

何
を
し
た
い
の
か
、
何
年
後
に
ど
う
い
う
状
態

に
な
っ
て
い
た
い
の
か
と
い
う
目
標
が
な
い
ま

ま
、
と
り
あ
え
ず
、
他
社
が
行
く
か
ら
自
分
も

行
く
と
い
う
日
本
企
業
が
多
い
そ
う
だ
。
そ
ん

な
状
態
だ
っ
た
ら
、
駐
在
員
も
自
分
の
頭
で
考

え
る
こ
と
を
せ
ず
、
本
当
は
も
っ
と
現
地
化
が

必
要
な
人
事
制
度
の
中
身
ま
で
、
い
ち
い
ち
本

社
に
お
伺
い
を
立
て
て
し
ま
う
の
は
当
た
り
前

だ
ね
。

萩
　
そ
う
い
っ
た
問
題
点
は
あ
る
に
せ
よ
、
キ

ャ
リ
ア
の
提
示
や
評
価
方
法
に
工
夫
さ
え
す
れ

ば
、
長
期
雇
用
が
前
提
の
日
本
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
は
世
界
で
も
通
用
す
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ

ど
。

豊
　
そ
の
長
期
雇
用
の
前
提
と
し
て
、「
初
期

キ
ャ
リ
ア
は
雑
巾
が
け
の
修
業
期
間
」
と
い
う

感
覚
が
日
本
企
業
に
は
濃
厚
に
あ
る
。
そ
れ
が

キ
ャ
リ
ア
の
提
示
が
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
に

も
関
係
し
て
く
る
。
こ
れ
が
世
界
の
若
者
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
か
、
だ
ね
。
ア
ジ
ア
の
他
の
国

で
は
、
自
分
な
り
の
キ
ャ
リ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
が

既
に
あ
っ
て
、
雑
巾
が
け
は
ゴ
メ
ン
だ
と
思
う

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

キ
ャ
リ
ア
の
選
択
権
を

も
っ
と
個
人
に
移
譲
す
べ
き

萩
　
そ
う
だ
と
す
る
と
、
日
本
に
特
異
の
新
卒

一
括
採
用
、
し
か
も
大
学
の
後
半
に
進
路
を
決

め
、
即
、
就
職
す
る
と
い
う
仕
組
み
か
ら
考
え

直
さ
な
い
と
い
け
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

豊
　
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
ア
ジ
ア
の

話
で
は
な
い
け
れ
ど
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
小

学
校
に
入
る
時
期
も
、
５
歳
か
ら
８
歳
ま
で
の

間
で
選
択
で
き
る
そ
う
だ
。
正
確
に
は
親
が
選

択
す
る
ん
だ
ろ
う
け
ど
。
自
分
が
人
生
の
主
人

公
で
、
何
事
も
主
体
的
に
選
ん
で
い
く
。
こ
れ

が
欧
米
流
だ
け
ど
、
少
な
く
と
も
日
本
以
外
の

ア
ジ
ア
も
そ
う
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
日
本
は
学

校
に
入
る
時
期
も
就
職
す
る
時
期
も
み
ん
な
一

緒
、
自
分
を
見
つ
め
る
と
い
う
よ
り
は
正
解
を

探
す
教
育
を
ず
っ
と
受
け
て
き
て
、
最
後
、
主

体
的
に
仕
事
を
選
ぶ
べ
き
場
面
で
も
そ
う
は
せ

ず
に
、
就
活
と
い
う
場
に
自
分
を
委
ね
て
し
ま

う
。
そ
こ
が
日
本
的
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
原
点
だ

か
ら
ね
。

萩
　
キ
ャ
リ
ア
の
選
択
権
が
個
人
で
は
な
く
企

業
に
あ
る
の
が
日
本
。
各
国
の
優
秀
な
人
材
ほ

ど
、
そ
こ
に
引
っ
か
か
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

豊
　
そ
れ
は
日
本
国
内
の
問
題
で
も
あ
る
ん
だ

け
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
戦
う
場
合
、
そ
の
部
分

は
変
え
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
う
ね
。

戸
　
日
本
企
業
の
社
員
に
キ
ャ
リ
ア
意
識
が
希

薄
だ
っ
た
の
は
、
企
業
が
定
年
ま
で
面
倒
を
見

て
く
れ
た
時
期
が
長
か
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
で
も
、
海
外
に
行
っ
た
ら
話
は
別
で
す
。

海
外
の
人
か
ら
い
え
ば
、
こ
の
日
本
企
業
が
未

来
永
劫
、
自
分
の
国
に
い
続
け
る
か
も
ま
っ
た

く
わ
か
ら
な
い
わ
け
で
す
。
あ
と
、
修
業
期
間

と
い
っ
て
も
、
も
っ
と
仕
事
を
現
地
の
人
に
任

せ
て
も
い
い
。
多
少
失
敗
し
て
も
経
済
が
成
長

し
て
い
る
環
境
な
ら
す
ぐ
に
取
り
戻
せ
ま
す
。

イ
ン
ド
の
有
名
な
Ｉ
Ｔ
企
業
で
は
、
入
社
直
後

の
研
修
に
よ
り
一
人
前
に
さ
せ
る
ま
で
の
期
間

が
た
っ
た
半
年
で
す
。
業
種
に
も
よ
る
と
思
い

ま
す
が
、
新
人
を
即
戦
力
に
育
て
る
力
を
日
本

企
業
は
磨
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

萩
　
そ
ろ
そ
ろ
、
ま
と
め
の
話
に
入
り
ま
し
ょ

う
か
。
ア
ジ
ア
で
頑
張
っ
て
い
る
日
本
企
業
の

人
事
や
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
方
へ
向
け
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
締
め
ま
し
ょ
う
。

豊
　
キ
ャ
リ
ア
の
問
題
も
そ
う
な
ん
だ
け
れ
ど
、

そ
の
人
た
ち
の
背
後
に
あ
る
価
値
観
や
思
考
に

も
っ
と
思
い
を
馳
せ
る
必
要
が
あ
る
。
日
本
人

同
士
な
ら
あ
う
ん
の
呼
吸
で
伝
わ
る
よ
う
な
こ

と
で
も
、
も
っ
と
明
確
な
言
葉
で
説
明
し
た
ほ

う
が
い
い
場
合
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う
。
人

材
だ
け
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
化
さ
せ
な
い
と
。

戸
　
そ
の
こ
と
に
も
関
連
し
ま
す
が
、
日
本
人

と
は
何
か
、
日
本
は
ど
ん
な
国
か
、
と
い
う
自

分
た
ち
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
も
っ
と
明
ら

か
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
が

何
者
で
あ
る
か
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、
相
手
も

理
解
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
を
強
調
し
た
い
で

す
ね
。

萩
　
こ
う
い
う
調
査
を
し
て
お
き
な
が
ら
、
こ

ん
な
こ
と
を
言
う
の
は
、
あ
る
意
味
、
矛
盾
し

て
い
る
ん
で
す
が
、「
ベ
ト
ナ
ム
人
は
こ
う
だ
」

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
は
こ
う
だ
」
と
い
う
先
入

観
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
ず
に
、
目
の
前
に
い
る
ベ

ト
ナ
ム
人
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
に
真
剣
に
向
か

い
合
う
こ
と
が
大
切
か
と
思
い
ま
す
。
互
い
の

違
い
を
認
め
つ
つ
、
同
じ
人
間
と
し
て
理
解
し

合
う
。
本
書
が
そ
の
た
め
の
一
助
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

58



Global Career Survey
アジアの「働く」を解析する

2013年3月発行
発行者・著者　リクルートワークス研究所

Global Career Survey解析プロジェクト
萩原牧子（プロジェクトリーダー）　豊田義博　戸田淳仁

編集　　　荻野進介　阪口祐子
デザイン　中井辰也（中井デザインオフィス）
写真　　　勝尾 仁
校正　　　ディクション株式会社（相澤若葉・仁上 舞）
印刷　　　株式会社ダイヤモンド・グラフィック社（向笠英雄・江崎宏之）

©株式会社リクルートホールディングス　本報告書の無断転載を禁じます
Copyright2013 by Recruit Holdings.co.,Ltd.  All right reserved.

Part4

世界を股にかける
「人と企業」の条件 ……………… 46

４-１．グローバル勤務志向
日本人はみんな「内向き」なのか ……………… 47

COLUMN 英語レベルと年収の関係 ……………… 49

４-２．外資系企業への勤務志向
アメリカ企業が圧倒的人気、日本企業も善戦 ……………… 50

４-３．日本企業のイメージ
教育は熱心だが、キャリアパスが不透明 ……………… 52

より詳しく知りたい人のためのデータ集 Ⅳ ……………… 54

むすびに代えて
脱日入亜のマネジメントは可能なのか ……………… 56

Part3

転職が得になる国、 
ならない国 ……………… 34

３-１．転職の実態
「ころころ転職」の本質は３年未満離職率の高さにあり ……………… 35

COLUMN アジア副業実情
 ──どのくらいの割合が従事し、いくら稼いでいるのか ……… 37

３-２．退職理由と転職手段
「賃金への不満」が圧倒的で、プル型転職が多い ……………… 38

３-３．転職の影響
「日本の常識」は「アジアの非常識」か ……………… 40

より詳しく知りたい人のためのデータ集 Ⅲ ……………… 44

267180 アジアの ｢働く｣ を解析する H2-3



ア ジ ア の
「働 く」を
解 析 す る

Global Career Survey

ア

ジ

ア

の

「

働

く

」

を

解

析

す

る

リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所

アジアの「働く」を解析する
リクルートワークス研究所
〒100-6640 東京都千代田区丸の内1-9-2 グラントウキョウサウスタワー
株式会社 リクルートホールディングス
TEL. 03-6835-9200
http://www.works-i.com

Global Career Survey

Global Career Survey

267180 ワーキングパーソン調査 アジア版報告書 _表紙


